



















































2 ) 平川彰「観経の成立と清浄業処観J H'東洋の思想、と宗教』創刊号 (1984)pp.1-18，同「浄土思
想、の成立J H'講座・大乗仏教 5一浄土思想Jl (春秋社) (1985) pp.41・45，48-49。平川博士は後者の
論文で観無量寿経』は般舟三昧にもとづいて中国で撰述されたものと指摘された藤田博士の
論文 (r浄土教における神秘思想のー断面ー『観無量寿経』にあらわれた見仏一J H'インド古典研
究 VIJl (成田山新勝寺) (1984) を極めて注目すべき研究としつつも，清浄業処観が言及されて
いないことを指摘されている。
3 ) 藤田宏達『観無量寿経講究Jl (真宗大谷派安居講本) (1985) pp. 29-33，同「浄土経典の種々





な理解は古く，既に『望月悌教大辞典 2 J (初版昭和 8年12月)の「業処」の項
目を見れば，その事情がよく判る。そこで i業処」は「党語 karma-sthanaの訳。








































place where one can be born by performing pure and undefiled acts' 9)と訳して
いる。尚，龍谷大学本には四種の解釈が可能としてその四訳が挙げられている 10)。即
ち，
1) the place where one can born by performing pure and undefiled acts. 
2) the place which was established by Amida Buddha's pure and undefiled 
acts. 
3) the place wherein al acts are pure. 





6 ) 中村元，早島鏡正，紀野一義訳註『浄土三部経(下).1 (岩波書庖)p.14 
7) 森三樹三郎訳『大乗仏典 6 浄土三部経.1 (中央公論社)p.178 
8 ) 末木文美士「観無量寿経一観仏と往生J，末木文美士・梶山雄一『浄土仏教の思想 二.1 (講談
社)p.46。尚，この訳は，藤田博士の解釈に従ったものである。末木文美士rII観無量寿経』研
究J 0'東洋文化研究所紀要』第百一冊 p.167。
9 )“The Sutra of Contemplation on the Buddha of Immeasurable Life as Expounded by 





























































12) 森三樹三郎訳前掲書 p.181 
13) 末木文美士前掲書 p.74 
14) 向上 p.31 
15) 中村元，早島鏡正，紀野一義訳註前掲書 p.16
16) 森三樹三郎訳前掲書 p. 182 















このように考えると i清浄業処」は， í~争業」の意味からすれば í清浄な行いの
処」ではなく i清浄な行いによって得られる処J と解釈するのが妥当であろう。こ
れは，龍谷大学本で言えば， 1) に該当する解釈である。一方 i清浄業」の意味か
らは「観法の行なわれる処」や「観法を行うための処」というように解釈できょう。
因に 1観経』に見られるこれら以外の「業」の用例を眺めると i十善業J (341c)， 
「不善業J (346a)， i悪業J (342c)， (345c) 2例， (346a) 2例 (3例)， i業障」










































20) r処」という語は見られないが，同様の表現として「汝嘗下繋レ念諦観中彼国上浄業成者J (341c)， 
「智者応三嘗繋レ心諦観二無量寿{弗ーJ (343c)を挙げることができる。
21) 中村元，早島鏡正，紀野一義訳註前掲書 p.17
22) 森三樹三郎訳前掲書 p. 186 

























































































































































































( 2 ) r清浄業処」は r清浄+業処」ではなく r清浄業 u争業)+処」と理解すべ
きである。
( 3 ) r処」という語は，単一の用法ではなく，空間的な世界と，精神を集中するた
めの一点というこつの異なった意味をもって用いられている。
24) 禅観経典から考察した論稿には，大南龍昇 rr観無量寿経』の成立と禅観経典J Ir大正大学研究
紀要.J80 (1995) pp.67-97があり，また禅観窟壁画から観法を論及したものに，宮治昭「トゥル
ファン・トヨク石窟の禅観窟壁画について一浄土図・浄土観想図・不浄観想図一(上)J Ir悌教芸
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